
南
信
州

南
信
州

南
信
州

南
信
州

み
な
み
し
ん
し
ゅ
う

神
社
神
社
神
社
神
社
ま
い
ま
い
ま
い
ま
い
りりりり    

南

・

中

央

ア

ル

プ

ス

に

挟

ま

れ

て

天

竜

川

が

育

ん

だ

伊

那

谷

と

呼

ば

れ

る

地

域

。

名

所

は

高

遠

の

桜

や

天

竜

川

の

舟

下

り

。

珍

味

（

蜂

の

子

、

ざ

ざ

虫

、

蚕

、

イ

ナ

ゴ

等

）

を

つ

ま

み

に

伊

那

の

ロ

ー

メ

ン

、

駒

ヶ

根

ソ

ー

ス

か

つ

丼

で

腹

ご

し

ら

え

。

遠

山

郷

の

霜

月

祭

り

、

大

鹿

歌

舞

伎

、

飯

田

の

大

名

行

列

、

新

野

の

雪

祭

り

な

ど

祭

り

を

楽

し

む

な

ら

こ

の

地

域

。

 

 

南南南南    

信信信信    

【【【【

津

嶋

津

嶋

津

嶋

津

嶋

つ

し

ま

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】    

▼

鎮

座

 

上

伊

那

郡

宮

田

村

三

三

一

四 

例

祭

（

七

月

）

は

宮

田

村

祇

園

祭

と

も

称

さ

れ

、

勇

壮

な

「

あ

ば

れ

神

輿

」

で

知

ら

れ

る

。

町

内

巡

幸

を

終

え

た

神

輿

を

、

石

段

か

ら

幾

度

も

投

げ

落

と

し

柱

一

本

に

な

る

ま

で

破

壊

す

る

天

下

の

奇

祭

。

 

▼

御

朱

印

対

応 

宮

司

が

常

駐

し

て

い

な

い

為

、

事

前

押

印

し

た

も

の

を

社

頭

で

頒

布 

 

【【【【

矢

彦

矢

彦

矢

彦

矢

彦

や

ひ

こ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
二二二二

□□□□
県県県県

    

▼

鎮

座

 

上

伊

那

郡

辰

野

町

大

字

小

野

三

二

六

七 

皇

室

か

ら

厚

く

崇

敬

さ

れ

、

天

賜

材

式

年

造

営

神

社

と

称

さ

れ

る

。

社

殿

は

辰

野

町

の

飛

地

で

塩

尻

市

北

小

野

に

在

り

、

小

野

神

社

（

塩

尻

市

）

と

隣

接

し

、

森

は

共

有

し

て

い

る

。

諏

訪

大

社

御

柱

祭

の

翌

年

、

式

年

遷

座

祭

・

御

柱

大

祭

が

斎

行

さ

れ

る

。 

▼

御

朱

印

対

応 

社

務

所

に

神

職

が

居

る

時

の

み

受

付 

 

    

南
信
州
神
社

南
信
州
神
社

南
信
州
神
社

南
信
州
神
社
ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り    

①①①①    
    

【【【【

大

宮

五

十

鈴

大

宮

五

十

鈴

大

宮

五

十

鈴

大

宮

五

十

鈴

お

お

み

や

い

す

ず

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

駒

ヶ

根

市

赤

穂

二

八

二

七 

創

立

は

応

神

天

皇

三

九

年

（

三

〇

八

）

、

明

治

に

里

の

八

社

を

合

祀

。 

秋

分

の

日

に

行

わ

れ

る

花

火

「

三

国

一

煙

火

」

は

圧

巻

。 

 

▼

御

朱

印

対

応 

要

予

約

 

宮

司

宅

で

対

応 

☎

〇

二

六

五

（

八

一

）

六

八

八

一  

【【【【

春

近

春

近

春

近

春

近

は

る

ち

か

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】    

▼

鎮

座

 

伊

那

市

東

春

近

七

三

九

三 

試

験

合

格

の

春

近

し

！

宝

暦

十

年

（

一

七

六

〇

）

建

立

の

本

殿

は

、

現

存

す

る

入

母

屋

造

り

の

神

殿

と

し

て

は

県

内

最

古

。

例

祭

（

十

月

）

に

は

女

児

に

よ

る

「

春

近

神

楽

」

が

奉

納

さ

れ

る

。 

▼

御

朱

印

対

応 

宮

司

が

常

駐

し

て

い

な

い

為

、

事

前

押

印

し

た

も

の

を

社

頭

で

頒

布 

 

⑱⑱⑱⑱    

【【【【

梅

戸

梅

戸

梅

戸

梅

戸

う

め

と

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

上

伊

那

郡

飯

島

町

飯

島

二

四

三

四 

桃

山

時

代

よ

り

梅

戸

の

宮

と

号

し

た

。

明

治

元

年

、

伊

那

県

庁

が

置

か

れ

初

代

県

知

事

北

小

路

俊

昌

卿

は

梅

戸

神

社

と

改

め

た

。

献

幣

使

参

向

指

定

神

社

。 

▼

御

朱

印

対

応 

社

務

所

に

神

職

が

居

る

時

の

み

受

付 

（

年

末

年

始

、

祭

典

時

な

ど

） 

 



【【【【

正

八

幡

宮

正

八

幡

宮

正

八

幡

宮

正

八

幡

宮

し

ょ

う

は

ち

ま

ん

ぐ

う

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

飯

田

市

上

村

七

五

四 国

指

定

重

要

無

形

民

俗

文

化

財

「

遠

山

の

霜

月

祭

」

を

最

も

古

い

形

で

伝

え

る

神

社

。

映

画

『

千

と

千

尋

の

神

隠

し

』

の

発

案

モ

デ

ル

と

も

。 

▼

御

朱

印

対

応 

宮

司

が

常

駐

し

て

い

な

い

為

、

事

前

押

印

し

た

も

の

を

社

頭

で

頒

布 

 

南南南南    

信信信信    

【【【【

大

宮

大

宮

大

宮

大

宮

お

お

み

や

諏

訪

諏

訪

諏

訪

諏

訪

す

わ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
県県県県

    

▼

鎮

座

 

飯

田

市

宮

の

前

四

一

六

四

‐

一 

創

建

は

、

建

御

名

方

神

が

こ

の

地

に

立

ち

寄

っ

た

こ

と

に

よ

る

。 

御

柱

祭

の

年

に

行

わ

れ

る

「

お

練

り

祭

り

」

は

伊

那

谷

一

円

の

一

大

祭

礼

と

し

て

有

名

。

 

 

▼

御

朱

印

対

応 

毎

月

一

日

の

午

前

中

と

春

秋

大

祭

時

の

み

社

務

所

で

受

付 

【【【【

郊郊郊郊

ご

う

戸戸戸戸
ど

八

幡

宮

八

幡

宮

八

幡

宮

八

幡

宮

は

ち

ま

ん

ぐ

う

】】】】

□□□□
県県県県

    

▼

鎮

座

 

飯

田

市

今

宮

町

四

‐

六

二

〇

七 

平

安

後

期

、

郡

戸

（

後

に

郊

戸

）

庄

五

郷

の

総

鎮

守

。 

秋

季

祭

典

奉

納

煙

火

大

三

国

は

華

麗

で

、

御

輿

の

き

お

い

は

勇

壮

で

あ

る

。 

 
▼

御

朱

印

対

応 

宮

司

が

常

駐

し

て

い

な

い

為

、

境

内

の

宮

守

（

今

宮

半

平

）

で

頒

布 

 

    

南
信
州
神
社

南
信
州
神
社

南
信
州
神
社

南
信
州
神
社
ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り

ま
い
り    

②②②②    
    

【【【【

阿

智

阿

智

阿

智

阿

智

あ

ち

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
郷郷郷郷

□□□□
式式式式

    

▼

鎮

座

 

下

伊

那

郡

阿

智

村

昼

神 

前

宮

と

奥

宮

が

あ

る

。

七

年

に

一

度

の

式

年

降

臨

祭

で

は

、

ご

祭

神

が

御

降

臨

に

な

っ

た

と

い

う

故

事

に

基

づ

き

奥

宮

よ

り

前

宮

へ

の

御

渡

り

を

行

う

。

 

 

▼

御

朱

印

対

応 

宮

司

が

常

駐

し

て

い

な

い

為

、

神

社

参

道

口

温

泉

旅

館

「

み

さ

か

」

に

て

頒

布 

【【【【

冨

士

山

稲

荷

冨

士

山

稲

荷

冨

士

山

稲

荷

冨

士

山

稲

荷

ふ

じ

や

ま

い

な

り

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
特特特特

    

▼

鎮

座

 

飯

田

市

浜

井

町

三

三

六

三 

慶

長

六

年

（

一

六

〇

一

）

小

笠

原

兵

部

大

夫

秀

政

が

こ

の

地

に

封

じ

ら

れ

た

際

、

城

の

鬼

門

に

当

た

る

破

魔

射

場

の

冨

士

山

に

鎮

護

神

と

し

て

稲

荷

大

神

を

併

せ

祀

っ

た

と

さ

れ

る

。 

▼

御

朱

印

対

応 

随

時

、

社

務

所

で

受

付

（

祭

事

等

で

対

応

で

き

な

い

場

合

も

あ

る

） 

 

⑲⑲⑲⑲    

【【【【

大

平

大

平

大

平

大

平

お

お

ひ

ら

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

（（（（

通

称

通

称

通

称

通

称    

頭

権

現

頭

権

現

頭

権

現

頭

権

現

））））    

▼

鎮

座

 

下

伊

那

郡

阿

智

村

智

里 

武

田

信

豊

公

の

髑

髏

を

奉

り

頭

権

現

と

し

て

世

に

知

ら

れ

、

頭

の

守

護

神

と

崇

敬

さ

れ

て

い

る

。

 

 

▼

御

朱

印

対

応 

要

予

約

。

宮

司

宅

に

て

受

付 

☎

〇

二

六

五

（

四

三

）

二

四

八

七  


